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講評 例年通り、大問が 3 題の出題でした。問題量、出題傾向は例年通りでした。 
大問１は、理論と無機分野の小・中問 4 題。酸化物について（問 1）、ケイ素の単体と化合物について（問 2）は基礎レベル。問 3

では、アンモニアソーダ法から、炭酸ナトリウムと炭酸水素ナトリウムの混合水溶液の（変則的な）二段階滴定を考察する問題が出

題されました。用いた塩酸の体積比から解答となる比の値を求めることができると早いです。 
大問２は、中和滴定における溶液の電気伝導度に関する問題でした。あまり出題されないテーマであるので、初見の受験生も多か

ったと思います。説明文を読み、その場で理解する力が試されます。問 4 の(2)からの問題はやるべき作業が多いので、いったん飛

ばしてもよいと思いました。 
大問３は、糖類に関する問題でした。二糖の還元性の有無を問う問題（問 1）は基本レベルです。問 2 では、単糖のフィッシャー

投影式が問われました。事前に学んだことのない受験生の方は説明文をしっかり読んで理解する必要がありました。フィッシャー投

影式を理解している方は、難なく解答できたかと思います。アミロペクチンおよびグリコーゲンの枝分かれの頻度を求める問題（問

3）は、（入試問題では）よく見かける問題です。 
全体を通してみると、（事前に学習していれば別ですが）問題文をよく読まなければならない問題の割合が例年（もしくは前期試

験）よりも多かったと思います。その分、受験生の方にとっては難しく感じられたかなと思います。解ける問題から解き、煩雑な問

題（大問２の問 4(2)、(3)、大問３の最後の問題など）は後回しにするなどして、制限時間内で自分がとれる最も高い得点をとってほ

しいと思います。 
 
 


